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長谷川国男提出論文内容要旨
研究目的
 尿管蠕動運動の発生は自動的であると言われているが自律神経支配が全く関与せざるものてあ
 るかどうかを確認するのが目的であった。腎尿管機能と神経支配の関係に就いては古くから尿分
 泌,尿成分っ変化,腎血管運動作用,組織!1毛的検索等を示潔として幾多の研究が行われて来たが
 筋電図学的研究は見迅旨らない。したがって著者は尿管筋電図を用いて各種腎尿管支配神経切断時
 に於ける尿管機能を究明すると共に利尿梼態をもあわせ追究した。
 実,験方法
 6～15㎏の成犬65頭を用い,チオペソタールソジウム10'1':"'h9静圧lll畑iのドに1)腎
 動豚と共に走る血管壁外η副腎神経を切断,2)副腎の外側下方に於て大小内臓神経及び第1下
 内臓神経を切断5)冒噴門部に於て迷走神経を切断,4)ThI2,13,Llの1劇的1艮を切断,
 5)同じく後根切断,6)同じく前後根切断,7)Th川～上1間に於て脊髄を半横切し,ア群
 の手術犬を作成した。切断直後観察群として術1・卸時間に,晩期観察群としては術後14～50
 日に観察を行った。手術は無菌的に行い,5%911ucoseの点滴を行った。筋電図は1・tll側尿管
 に就いて懸垂銀製針電極を用いて双極誘導を行った、〕
 尿滴り描記は膀胱の尿管口より挿入したビニール菅を尿糖描記装置に連絡し電気的に筋電図と
 置型時寸隙吾己を テつた。
実験成頽
 D胃神経切断(12例)切断直後観察6例に於ては放電と尿滴が減少乃至消失し,ある
 いは逆蠕動放電が散発したも記)があったが2時間後には放電数6～16wave/mil/,尿滴数5
 ～19drOP/皿iaとなり切断前と殆んど差乞.見ない様になった。切断後5～50日に観察した
 li免;切観察6例に於・ても切1斯1則と1建倶肌て差がなく方丈硬;数5～8w/min,尿マ商5～28d・/皿i11
 であったD
 2)内臓神経切断(7例)直後観察4例および切断後12～20日に観察した5例に於て
 は何れも略々類似の所.見を示し,放電数には著明な差が見られず,切断側4～12w/min,健
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 1則9～て5w/miuであった。尿滴数は切断側2'1～48d/min,健側8～17d./min
 で切断側には5倍にも及ぶ尿量の増加が見られた。
 3)迷走神経切断(8例)直後観察4例かよび乙0日後観察4例に於いては略々類似の所
 見を示し,左右尿管の放電数並びに尿滴は切断前後共に4～15w/min,4～18α/min
 で切断による明らかな変化を見なかった0
 4)前後根切断(8例)直1後観察8例中6例に於いて1球放電数は10～45w/n江uで,
 切断側と健1貝llに差がなかったが,尿滴は健側の57～45d/minに対し切断 1哩では51～
 104α/minであり隠々2倍の増加を示した。他の2例に於いては両者に明らかな差を認め
 なかった。
 5)前根切断(10例)切断直後観察5例に於ては放電数は切断側も健側も5～11w擁il〕
 てあったが,尿滴は切断側が17～61d一!mihて健側Z)7{55α/且1iaに.比して2～5
 倍となった。また切断後1ケ月を経で観察した5例に於ても放電数は切1祈側,健側共にろ～4
 w/minであったが,尿滴は健側の10-16d/minに対し切断側は24～26d/min
 で著明な増加を示した。
 6)後根切断(コ2例,)切断直後に観察した7例に於て放電数は健側,切断側共に6-
 14w/n}in,尿滴数は健側,切断側共に7～15d凶mihで著変を見なかった。切断後コ4～
 20日に観察した5例に於ても放電数は健側,切断側共に5～11w/mi11,尿滴は健側,切断
 側共に7～54α/1minで著変は見られなかったD
 7)Thlo～11間で脊髄半横切断(5例)切断直後に観察した5例に於ては健側では放電
 数11～ユ2w/血in,尿滴4～5d/minであったが,切断側では放電数5～4誓/niin,尿
 滴8～9d/minとなり切断測の放電数は粕減少し,尿滴は増加する傾向を示し.,た。
 8)腎神経切断後督励豚・結紮(5例)腎神経切断後には放電数は1D～42w/mi1/で尿
 滴数は6～17α/minであったが腎動豚の結紮を加えると尿滴下は梢失し放電は6～9w/6祇n
 となり長II蝋醐持続した。
 総括並びに結論
 以上の成績を総括するに筋電図上の尿管放電数は脊髄横量コによレ僅かに減少する傾向を示した
 が胃神経,内臓神経,迷走神経,前後根,前根,後根などを切断しても明かな増減を見なかった。
 尿滴は内臓神経を切断せる場合に最も増加し,前根切断,前後根切断,脊髄半横切の場合にも
 増加の傾向を示した。然し腎神経,迷走神経,後根などを切断した場合には尿滴の増減を見なか
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 つた。即ち交感神経の切断は尿量の増加を来し,副交感神経系二D切断は尿量に明かな変化を来さ
 ないことが明かになった。叉腎動泳を結紮して尿流を消失せしめても筒尿管蠕動放電は持続して
 出現し,且各種腎及び尿管支配神経を切断しても尿管蠕動放電の出現に変化を見なかった。以上
 の事から腎及び尿管支厨神経の切断は尿管こ蠕動運動に明か左影響を及ぼさず,尿管の蠕動運動の
 自動性が極めて強いこと及び交感神経系の切断が尿量の著明な増加を来すことが知られた。
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 腎尿管機能と神経支配の関係咋競りては古ぐから尿分泌,尿成分の変化,腎血管運動作用一
 組織学醐索等を示漂とレて多くの研究が行われ七来たが,筋電図を用いた報告嫉見当ら安い。
 よって著者は新しい観察方法である尿貸筋電図を用吟て各種腎尿管支配神経を系統的に切断し
 た場合の尿管機能を究明すると共に利尿状態をもあわせ観察し次の様攻成績を得た。
 尿管放電数は脊髄横切により僅かに減少する傾向を示したが胃神経、内臓神経,迷走神経、
 .前後根1前根1後根などを均断しても明らか.た増減を見たか』つた。
 尿滴は内臓神経を切断せる場合に最も増加し,前根切断,前後根切断,脊髄半横切の場合に.
 む増加の傾向を示した。しかし腎神経,迷走神経,後根などを切断した場合には尿滴の増減を
 見なかった。また腎動豚を結紮して尿流を消失せしめても尚尿管蠕動放電は持続して出現し,か
 っ各種腎凝よび尿管支配神経を切断しても尿膏蠕動放電の出現に及1健児なかった。
 とれらのことから著者は結論的に交感神経の切断は尿蚤の増加を来し、副交感神凝系の切断
 は尿量に明らかな変化を来さないこと,また賢主・よび根管支湿神経の切断は尿管∫密動運動に明
 らかだ影響を及ぼさず1尿管蠕動運動の自動性が極めて強いことを知ったと述べていろ。
 以上の著者の研究は尿管機能の解明に貢献する所大姦り之認めた。
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